
 

 

 

 

 

「実り多い 2 学期を願って」  

教頭 柴 田 和千代                               

幼・小学部２６日間、中学部３０日間の夏休みが終わり、

２学期が始まりました。 

今なお、厳しい残暑となっていますが、今年の夏は例年に

なく暑い日が続いています。道内は真夏日の連続記録が、８

月２７日現在で「３８日」に更新され、札幌市では今年３回

目の「猛暑日」を観測しました。さらに、８月２３日からは

「熱中症警戒アラート」も発表され、札幌市をはじめ道内の

学校で臨時休校や下校時間を早めるなどの対応をとりまし

た。本校においても２４日と２５日を短縮授業としました。

また、道内や全国では、猛暑のみならず、大雨などで甚大な

被害も出ている状況です。 

国連のグテーレス事務総長は、「地球温暖化の時代は終わ

り、地球沸騰の時代が到来した。」と述べています。日本の

みならず世界規模での異常気象が起きています。その一因

として、人間の活動による温室効果ガスの排出があげられ

ます。国連では、異常気象に対する取組として、『ＡＣＴ Ｎ

ＯＷグローバルキャンペーン』の中で、「個人でできる１０

の行動」が紹介されています。これは、温室効果ガスを減ら

す目的で、個人レベルでできる具体的な取組です。その中

で、子どもたちも身近で取り組めると思われる内容として、

「節電する」「野菜をもっと多く食べる」「廃棄食品を減ら

す」が紹介されています。 

これからの季節、徐々に過ごしやすくなっていきますが、

今年はまだ暑い日が続くと思われます。また、例年、台風等

が発生しやすく不安定な天気になりやすい時期です。体調

管理には十分気をつけてください。 

さて、この夏の暑さなどの異常気象に代表されるように、

これからの時代はますます予測困難な時代になります。そ

のような時代をたくましく生きていくために、子どもたち

には自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、自ら判断して

行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく力が求めら

れます。学校での学びを通じて、子どもたちが大きく変化す

る社会においても「生きる力」を育むため、学習指導要領が

改訂され全面実施されています。本校においても、学習指導

要領に基づいた教育課程の編成をはじめ、学習指導要領で

記されている「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱からなる「資質・

能力」の育成を目指し取組んでいます。 

これらの必要な資質・能力を育むためには、学校の授業だ

けではなく、家庭や地域の皆様の理解と協力が欠かせませ

ん。学校で学んだことを日常生活で活用したり、家庭や地域

での経験を学校生活に生かしたりすることがとても大切と

なります。家庭においても子どもたちが学校で学んでいる

ことに関して、是非、一緒に話したり考えたりしてみてくだ

さい。皆様の働きかけが、子どもたちの「生きる力」を育む

力となります。 

２学期は１年で最も長い学期となります。また、気候も過

ごしやすくなっていくことから、じっくりと集中して取り

組むことができます。実り多い学期にするためにも、夏休み

の経験を生かしながら、自己目標をしっかりと立て、こつこ

つと取り組んでいくことが大切です。１学期同様、ご家庭の

皆様のご理解とご協力を賜り、子どもたちが活躍できる学

校生活に努めて参りますので、今学期もどうぞよろしくお

願いいたします。 

北 海 道 子 ど も 相 談 支 援 セ ン タ ー  

◯ い じ め ら れ て 、 こ ま っ て い る  

◯ が っ こ う に い き た い の に 、 い け な い  

◯ だ れ か に 、 き い て ほ し い  

い じ め や 不 登 校 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ な ど

に 悩 む 子 ど も た ち や 保 護 者 か ら の 相 談

を 受 け 付 け て い ま す 。  
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７ 月 ２ ５ ～ ２ ７ 日 に 釧 路 市 で 行 わ れ た 、 第 ５ ４ 回 北 海 道 中 学 校 陸 上 競 技 大 会 の 砲 丸 投 げ に 、

３ 年 Ａ 組 の 池 田 さ ん が 出 場 し て き ま し た 。 こ の ３ 日 間 は 、 気 温 が ３ ０ ℃ 近 く ま で 上 が り 、 釧 路

ら し か ら ぬ 猛 暑 日 で し た … 。 そ し て 会 場 は コ ロ ナ 対 策 も 緩 和 さ れ 、 保 護 者 の 方 や 地 域 の 方 々 が

観 戦 に 来 て く だ さ り 、 た く さ ん の 声 援 で 熱 気 に 満 ち あ ふ れ て い ま し た 。  

 戦 績 で す が 、 ２ ６ 日 に 行 わ れ た 予 選 で は 、 １ １ ｍ ５ １ の 記 録 を 出 し 、 見 事 決 勝 進 出 を 勝 ち 取

り ま し た 。 そ し て 次 の 日 の 決 勝 で は 、 更 に 記 録 を 伸 ば し 、 １ １ ｍ ６ ２ の 記 録 で ７ 位 入 賞 と な り

ま し た 。 お め で と う ご ざ い ま す ！ ！ 色 々 な 気 持 ち が 入 り 混 じ る プ レ ッ シ ャ ー の 中 、 最 後 ま で 力

を 発 揮 で き た の で は な い か と 思 い ま す 。 た く さ ん の 応 援 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 次 は 、９ 月 に 行 わ れ る「 千 歳 ジ ュ ニ ア 大 会 」に 参 加 し て き ま す 。全 道 大 会 で は 優 秀 な 成 績 を 収

め ま し た が 、 や は り 本 人 の 中 で は 悔 し い 思 い が 強 い よ う で す 。 こ の 悔 し さ を バ ネ に 練 習 を 頑 張

り 、次 に 繋 が る よ う な 戦 い を し て 、悔 し い 思 い を 晴 ら し て き て ほ し い と 思 い ま す 。引 き 続 き 、応

援 を よ ろ し く お 願 い し ま す 。（ 文 ： 貝 沼 ）  

  

 

１ 日 （ 金 ） 避 難 訓 練  席 書 大 会  

４ 日 （ 月 ） 前 期 期 末 テ ス ト （ 中 ）  

     朝 会 （ 小 ）  

５ 日 （ 火 ） 秋 の 遠 足 （ 幼 ）  

６ 日 （ 水 ） 音 楽 ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 小 ）  

７ 日 （ 木 ） 聾 学 校 ス ポ ー ツ 交 歓 会 (午 後 )  

秋 の 遠 足 予 備 日 （ 幼 ）  

１ １ 日 （ 月 ） 朝 会 ・ 生 徒 総 会 （ 中 ）  

      Ａ Ｌ Ｔ 来 校 （ 中 ）  

１ ２ 日 （ 火 ） 二 計 測 （ 幼 ）  

１ ３ 日 （ 水 ） 学 力 テ ス ト 総 合 A（ 中 ３ ）  

      Ｐ Ｔ Ａ 厚 生 部 会 ・ 研 修 部 会  

１ ４ 日 （ 木 ） 宿 泊 学 習 （ 小 ５  ～ １ ５ 日 ）  

      ニ ッ セ イ 名 作 シ リ ー ズ （ 小 ４ ）  

１ ４ 日 （ 木 ） 秋 の レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 舎 ）  

１ ８ 日 （ 月 ） 敬 老 の 日  

１ ９ 日 （ 火 ） 友 和 会  

２ ０ 日 （ 水 ） 安 全 を 守 る 指 導 （ 中 ）  

      誕 生 会 （ 幼 ）  

２ １ 日 （ 木 ） Ｐ Ｔ Ａ 手 話 サ ー ク ル  

２ ３ 日 （ 土 ） 秋 分 の 日  

２ ５ 日 （ 月 ） 生 徒 会 役 員 選 挙 （ 中 ）  

      芸 術 鑑 賞 バ レ エ （ 中 2）  

２ ６ 日 （ 火 ） 誕 生 会 （ 舎 ）  

２ ７ 日 （ 水 ） Ｐ Ｔ Ａ 厚 生 部 会 ・ 研 修 部 会  

２ ８ 日 （ 木 ） 修 学 旅 行 （ 小 ６  ～ ２ ９ 日 ）  

２ ９ 日 （ 金 ） 校 外 学 習 (小 5 ､小 4-1 ･２ )  

夏休み作品展（8 月２２日～２９日）  

８ 月 ２ １ 日 （ 月 ） の 始 業 式 に 元 気 に 登 校 し て き た 幼 稚 部 の 子 ど も た ち 。  

「 お は よ う 」と 元 気 よ く 挨 拶 を し て 、早 速「 み て ～ 」と 夏 休 み 中 に 作 っ た 作 品 を 担 任 の 先 生 や

友 だ ち に 見 せ て く れ ま し た 。  

夏 休 み の 思 い 出 の 写 真 を 飾 る た め の フ ォ ト フ レ ー ム を 作 っ て き た 子 ど も や 、 紙 コ ッ プ や 紙

皿 、わ り ば し な ど を 使 い お も ち ゃ を 作 っ て き た 子 ど も も い ま し た 。か わ い い 、楽 し い 作 品 が 幼

稚 部 の 玄 関 で 作 品 展 と し て 飾 ら れ ま し た 。（ 文 ： 松 田 ）  

 

 

陸上部  全道大会に参加して（中学部）      



 


